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第60回福岡市民芸術祭プレミアムライブ

「黄昏に奏でるアート」

16:00 START（入場無料）

昭和39年の誕生から毎年秋に開催してきた福岡市民芸術祭は、今年で60回の節目を迎えます。
その記念すべき60回目のオープニングイベントとして、福岡音楽都市協議会とコラボレーションした
プレミアムライブを開催いたします。

夕暮れに染まる街並みと、アートに囲まれた空間で、人・自然・音楽が融合するオルタナティブな演奏に
酔いしれるひととき。
まさに市民芸術祭の開幕にふさわしいラインナップになっていますので、ぜひ文化の香り高い上質な
ステージをお楽しみください。

Rue de Valse
Rhythm Society

(九州大学軽音学部ジャズ研究会)

福岡アジア美術館７Fアートカフェにて
（福岡市博多区下川端町 3-1 リバレインセンタービル）

【主催】福岡市民芸術祭実行委員会・福岡市・（公財）福岡市文化芸術振興財団　【共催】福岡アジア美術館　
【後援】福岡市教育委員会・西日本新聞社・RKB毎日放送・福岡文化連盟　【協力】福岡音楽都市協議会　【企画制作】（公財）福岡市文化芸術振興財団　

※事前申込不要

詳細情報はコチラから

詳しくはこちら↓
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入場無料
（事前申込不要）

9.17日 15：00 開演
福岡アジア美術館７F アートカフェ
（福岡市博多区下川端町 3-1 リバレインセンタービル）
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※当日はオープンスペースでの開催ですので、
　座席数に限りがございます。
　なお、整理券の配布はございませんので、
　予めご了承ください。
※小学生以下は保護者の同伴が必要です。

【お問合せ】

（公財）福岡市文化芸術振興財団

TEL：092-263-6265
（平日9：３０～１７：００）

【主催】福岡市民芸術祭実行委員会・福岡市・（公財）福岡市文化芸術振興財団
【共催】福岡アジア美術館
【企画制作】（公財）福岡市文化芸術振興財団　【制作協力】ROCK STAR有限会社
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2004年結成。Maika (歌 / fiddle) 、古楽器製作家でもある松本未來を
中心としたアコースティックサウンドを奏でる兄妹ユニット。
二人の音楽的ルーツであるトラッド、古楽、フォークを自由なアレンジと
スタイルで生み出している。
2007年の全20公演の海外ツアーを経て4枚のアルバムをリリース。
CM、映画への楽曲制作も行う。
これまでに数多くのミュージシャンとも共演を重ねる。
カテリーナの森で、森全体を自らデザインし、自然環境と人、音楽やアートと
暮らしの融合をテーマにした音楽祭”Sing Bird Concert"を14年間主催
してきた。
写真家・川内倫子とともに映像作品を制作。
2019年、baobab+haruka nakamura名義で「カナタ」を発表。
2022年5月、スコットランドツアーを敢行。

support／和田尚也(base,gittern,whistle)

Artist

新井武人（アコーディオン・ボーカル）と平田知之（ギター）によるユニット。
軽快でチャーミングなアコーディオンの音色を軸にエスプリとウィットに富んだギターの
メロディーとリズムでいつか夢みた憧れの街角へと空想旅行。
Rue de Valse とはフランス語で『ワルツ通り』の意味。
この世界のどこかにあるというこの通りからはいつも、
楽しげなワルツのリズムにのってやわらかな恋のメロディーが流れてくる。

baobab （バオバブ）

Rue de Valse （ルードバルス）

通称「九大ジャズ研」は、1964年の学内音楽系サークル3団体の合併により創設。
今日に至るまでの約60年を通して、数多くの部員が福岡の地を舞台に精力的な
活動を行い、また故・辛島文雄氏など、福岡や日本全国の各地で名を馳せた、
優れたジャズ・ミュージシャン達を輩出。
ビッグバンド『Rhythm Society Jazz Orchestra(RSJO)』と少人数のバンドを中心
として多くの部員が積極的に演奏活動を行っており、福岡市中央区で毎年開催して
いる定期演奏会を始めとする様 な々コンサートにて演奏を披露。
現在は福岡市西区の伊都キャンパスを主な拠点とし、今もなお活発に活動を続ける
九州大学軽音楽部ジャズ研究会Rhythm Society。
これからも、福岡の豊かな音楽文化と密接に関わりながら、その歴史を紡いでいく。

Rhythm Society （九州大学軽音学部ジャズ研究会）

●当日はオープンスペースでの
　開催となります。座席数に限り
　がございます。
●整理券の配布はございません。
　予めご了承ください。
●小学生以下は保護者の同伴が必要
　です。

お問合せ
（公財）福岡市文化芸術振興財団

TEL：092-263-6265
（平日9：３０～１７：００） 公式HP 公式Instagram 公式Twitter
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9月中旬から始まるFaN Weekの期間に合わせて、福岡市民芸術祭が記念事業として主催するワークショップ。
その講師であるコンドルズメンバーによるプレイベントを福岡アジア美術館にて開催。
9月 24日に福岡城エリアにて行われる成果作品発表となる本番に向けて盛り上げます。
さらにトークでは本番に向けての意気込みや、プレイベントご来場者だけに本番でのお楽しみ観覧ポイントも
聞けるかも？！アートに囲まれたオープンスペースで躍動するコンドルズをお楽しみください！

×

【共催】【主催】

パフォーマー

コンドルズ主宰。ぺルー、チリ、アルゼンチン育ち。第67回芸術選奨文部科学大臣賞受賞。
第4回朝日舞台芸術賞寺山修司賞受賞。第67回横浜文化賞受賞。 TBS系列『情熱大陸』、
NHK総合『地球イチバン』等出演。NHK教育『からだであそぼ』内「こんどうさんちのたいそう」、
NHK総合『サラリーマンNEO』内「テレビサラリーマン体操」などで振付出演。NHK連続テレビ小説『てっぱん』
オープニング振付も担当。NHK大河ドラマ『いだてん』ダンス指導、私立恵比寿中学」振付など、映画、TV、PV、
CMなど、振付多数。2022年4月1日、彩の国さいたま芸術劇場芸術監督に就任。

大東文化大学准教授。文学博士。著書『冒険する身体』は専門書としては異例のヒット。
96年の立ち上げからコンドルズ参戦。超濃厚なダンスで魅了する。振付家としてテレビCMも手がける。
音楽に造詣が深く、何種類もの楽器を奏でる。作曲も行う。
NHK総合『サラリーマンNEO』内「テレビサラリーマン体操」のピアニスト。
エピックからメジャーデビュー、日産、カルピスなどのTVCMタイアップ。NHK『MUSIC JAPAN』出演。

近藤良平  Ryohei Kondo

石渕聡  Satoshi Ishibuchi

埼玉県出身。高校でストリート、19歳からコンテンポラリーダンスを学ぶ。
横浜ダンスコレクションEX2015コンペティションにてシビウ国際演劇祭賞、Touchpoint Art Foundation賞
をW受賞。17年、同コンペティションにて審査員賞受賞、海外公演も。
18年、繊細に動きたい男集団「ブッシュマン」旗上げ。アーティストのPVにも出演。
18年よりコンドルズ参戦。

黒須育海  Ikumi Kurosu

21世紀の始まりから、常に日本のコンテンポラリーダンス界を代表し、牽引してきたコンドルズ。
男性のみ学ラン姿でダンス×生演奏×人形劇×パフォーマンス×映像×コントを展開する日本を
代表するダンス集団であり、世界30ヶ国以上で招聘公演、NYタイムズ紙が丸々一面を割いての
大絶賛。
歴史としては1996年結成。99年東京グローブ座公演でブレイク。2000年にはアメリカ進出。
以降、北米、南米、EU、アジア、アフリカなど世界各地で招聘講演を行う。

「地方文化の活性化」を目標に、博多座や静岡市などと組んだ市民参加大型公演のプロデュース、
総監督、振付演出、「次世代育成」を視野に入れた、若手ダンサー振付家の育成、公演サポート、
次世代育成型ダンスフェスの開催などに積極的に取り組んでおり、 あらゆる角度から、コンテンポ
ラリーダンスの魅力と踊ることの楽しさを一般社会に広め、舞台芸術を通した「共生社会の実現」
に貢献できるよう、地道かつ着実に全力で挑戦している。

コンドルズ  CONDORS

9.24 日

コンドルズと創る！踊る！魅せる！FaN Funパフォーマンス

福岡市民芸術祭は、市民の皆様の文化芸術活動の発表の場・身近に触れ合う場として、毎年10月から12月までの３ヶ月にわたって開催する
芸術の祭典です。昭和38年の福岡市民会館オープンの翌年誕生し、今年で60回の節目を迎えます。
音楽・美術・演劇・ダンス・伝統芸能・文芸・メディア芸術・生活文化など、幅広いジャンルの総合的な芸術祭として、半世紀以上親しまれ、
市民の皆様による様々な行事が予定されております。

9/24 の詳細はこちら

１３：３０～START
パフォーマンス 福岡城エリアにて（福岡市中央区城内）：

福岡城址→Artist Cafe Fukuoka→福岡市美術館
（予定）※状況により順番が変更になることがあります。（時間差実施）


